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The　aim　of　this　research　is　to　examine　how　contribute　a　self－similarity　picture　to　human

comfortable　sensation ．　We　drew　about　230　fractal　pictures　using　the　commercial　software

that　can　represent　Mandelbrot　set　and　Julia　set ．　Forty　students　carried　out　subjective

evaluation　test　by　using　30　fractal　pictures　that　were　selected　from　our　images　on　screen．

Each　picture　was　rated　on　28　adjective　pairs．　The　rating　values　indicated　that　self－similarity

picture　has　a　close　relation　to　feeling　of　conformity．　In　order　to　examine　the　relationship

fractal　images　between　comfortable　feeling ，　we　made　eight　kinds　of　self－similarity　images

represented　on 　screen　of　100　inches．　Brain　waves　of　5　subjects　were　measured　during　these

images　represented ．　The　potential　of　a　wave　was　calculated　to　compare　the　effects　of　self－

similarity　images　and　a　scenery　pictⅢe ．　Results　showed　that　the　potential　of　a　wave　varied

in　the　subjects　among　self－similarity　images．　Furthermore ，　a　favorite　image　was　presented

after　the　warming　up ，　and　brain　waves 　were　measured　about　five　subjects ・A　landscape
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figure　was　used　as　the　comparison　stimulus．　Two　subjects　showed　that　the　potential　of　α

wave　in　the　animated　images　was　much　higher　than　to　see　a　stationary　landscape　figure．

要　旨

本研究の目的は自己相似映像が快適感の昂揚に

寄与するかについて検討することである．まず，

230 種類のフラクタル画像を作成し，それらの中

から30 の画像を選択した．次に，これらのフラ

クタル画像から受ける印象の程度について28 対

の評価語による主観評価実験を40 名の被験者に

ついて行った．その結果，フラクタルであること

が快適感と関連することが示された 次に，自己

相似映像として8 種類の勣画像を作成し，それぞ

れの動画像を提示したときの脳波a 波を計測した

ところ，α波のポテンシャルの大きな勣画像は，

被験者により異なることがわかった．さらに，5

名の被験者について，運動後に被験者の最も好み

の動画像を提示し脳波α波を計測した．対照刺激

としては風景画像を用いた．その結果，2名の被

験者では静止風景画像を見るよりも動画像の方の

a 波ポテンシャルは非常に高く，フラクタル動画

像による快適感の昂揚が可能なことがわかった．

1 ．まえがき

われわれは自然の環境に身をお くと爽快とか快

適とかの感覚を容易に持つことができることを経

験的に知っている．その理由について科学的な証

明がなされたわけではないが，視覚情報の特徴か

ら解明しようとする研究がある1・　2）．これらは自

然環境を視覚情報の視点から，複雑に見えるもの

が，ある形の相似形の集合で成立っているという

点に着眼している．筆者等 もそうした相似形の集

合体が快適感や美感などの感覚を呼び覚ますので

はないかという点に関心の的がある．

自然に存在するものの多くがフラクタル（fractal）

であるというこ とを，　1975 年にマ ンデルブ「7－

が指摘した．フラクタルとは自己相似性 を有する

複雑な図形の総称である．自己相似性とはある図

形の任意の部分を拡大すると， もとの図形と等し

くなる性質のことを指す．このことを考慮すると，

フラクタル画像を使って快適感 を昂揚させること

が可能になるのではないかということが考えられ

る．

本研究の目的は，従来の静止フラクタル画像で

はなく，フラクタル動画像による快適感の昂揚に

つい て検討 することであ る．その ため に，まず，

100 種類以上のフラクタル画像を作成し，その中

から快適性に深く関わると思われる画像を選択し，

それについて主観評価実験を行うことで，フラク

タル画像 が快適性に関わっている かを検討す る．

次に，数種類のフラクタル動画像を作成し，静止

風景画を見たときと比較して，快適感がどの程度

異なるかについて検討する．

2 ．フラクタル画像

2 ．1　 フラクタル理論

フラクタルとはある形が縮小しながら繰り返し

あら われる図形を指す．たとえば，木の枝が2 つ

に分かれて，それぞれの先で また2 つに分かれて，

さらに分かれて行くという形式のものがフラクタ

ルである．木の枝だけでなく地形の凹凸や，ガラ

スの表面にできる氷の結晶などもフラクタルにな

っていることがわかっている．ペ アJ 　（Peano ）

曲線と呼ばれる図形もフラクタル図形である．こ

れは最初の単純な曲線を半分に縮小 し，向 きを変

えて4 枚貼り合 わせ，次に線で結ぶ という操作を

する．これを繰り返すとどんどん複雑になり無限

に繰り返すことで正方形を埋め尽くすことになる．
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さて ， 複 素数 のZ2 とかZ3 十Z の よう な多 項

式 やZ ／ （Z2 ＋1 ） のよ う な分数 式 を考 える と，

ジ ュリ ア集 合や マンデ ルブ ロー ト集合 とい っ た非

常 に複雑 なフラ クタル図 形がで きる． フラ クタル

図形 は マンデ ルブロ ート集合 とジュ リア集合 に分

け られる．

ジュ リア集合 の特殊 な場合 の図形 にシ ーゲル デ

ィス クとエ ルマ ンリ ングがある ．平 面か ら平 面へ

の写 像x 。．1＝f（xn ） を考 えた場 合 ，n →oo にお い

てlxJ →o・になら ない よう な初 期値lxOl の集

合 をジュリ ア集合 と呼 ぶ．非 常 に簡単 な写像 につ

い ては，ジ ュリ ア集合 がフ ラ クタル になる例が 知

られている ．ジ ュリア集合 の中 に特殊 な図形 が現

れることがあ り，それが シーゲ ルデ ィス クとエ ル

マ ンリン グであ る．

以 上 のこ とか ら，本研 究で用い る フラ クタル画

像 を次の4 つ に分け て描画す るこ とにする．

○マ ンデルブロ ート集合

○ジュ リ ア集 合 ：シーゲ ルディ ス クもエルマ ン

リ ングも含 まない ジュリ ア集合

○ シーゲ ルディ ス ク：シ ーゲ ルディ スクを含 ん

だジュ リア集合

○エ ルマ ンリ ング：エ ルマンリ ン グを含 んだジ

ュ リア集合

2 ．2　 フラクタル画像生成

フラクタル画像の生成には市販のソフトウェア

（FractScopeとSigWider）を用いた．　FractScopeで扱

える式 は10 次までの多項式 と分子，分母がそ れ

ぞ れ10 次までの有理式（分数式）であ り，ジュ

リア集合とマンデルブロゞ卜集合を描 くことがで

きる．画像は24 ビットカラーの最小1 ×1 ～最大

1000 ×1000 ビクセルである． フラクタル画像の

色指定は画面に表示されるスライダーを操作して

3 原色のグラフを指定することで多色を一度に指

定することができる．画像の拡大や縮小は倍率を

指定して，拡大または縮小したい場所を指定する
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だけでよい．また，マンデルブロート集合からの

ジュリア集合の描画はマンデルブロート集合の画

面を指定するだけで，その点におけるジュリア集

合を生成できる．

SigWiderもマンデルブロート集合やジュリア集

合などのフラクタル図形を描画できるので，これ

も併用して多彩な画像を生成することにした．

FractScopeによるフラクタル画像の生成はすで

に述べたように，10次までの多項式 と分子，分

母がそれぞ れ10 次までの有理式を扱えるので，

画像は無限個の生成が可能であり，曲線で囲まれ

た部分の色の指定も無限の種類がある√このため，

本研究の目的に適した画像生成のための基準を何

にするかが問題となる．まず，フラクタル次元と

いう尺度での分類を考えたが，同じ次 元でもまっ

たく異なる画像の生成は可能であり，しかも，多

項式の変数に与える値のほんの小さな差による画

像の変化が大きいこともあったので，画像の性質

を数学的な定義で分類することはしなかった．つ

まり，次元という数値のみで画像を分別すること

は快適画像生成の尺度として適さない と考え，快

適感に結びつくと思われる画像を造形系の学生ら

と確認しながら作成することにした．その結果，

マンデルブロート集合：約100 種類

ジュリア集合：約80 種類

シーゲルディスク：24 種類

エルマンリング：23種類

を作成した（一部はFractScopeのHP に掲載の

ものを含む）．これらは20代若者の感性を反映し

た形状と彩色が施されており，芸術性の面からも

高いものも含まれているが，本研究では，快適性

の観点からこれらの画像を評価し，実験に用いる

画像を選択することにした．

2．3　 フラクタル画像の選択

約230 種類のフラクタル画像のどれが快適感の

昂揚に強く関与するかはまったく分からない．単
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画像1

画像4

に多項式の次元では分別できない。彩色の違いに

よっても画像から受ける印象は異なるため，快適

性に強く関わる画像を選択する基準を定めること

ができなかっ た　もちろん，何らかの選択基準を

設けることはできるが，現時点ではその妥当性を

証明することができない。したがって厂画像の選

択は専門家の感性に従うことにした。選択にあた

ってはフラクタル画像の製作者，造形工学科の教

官ならびにヒューマンインタフェースの研究者の

3人で協議し た。その結果，主観評価実験に用い

る画像として30 種類を選択した。それらのうち

の画像1 ～画像6 の例を図1 に示す。

3．フラクタル画像の評価実験

3．1　 フラクタル画像から受ける印象の評価

選択した30 種類の画像から受ける印象につい

て5 段階尺度法による主観評価実験を行った．

3 ，　1　．！　 実験方法と条件

評価に用い た評価語対（形容討対）は次の28

画 像2 画 像3

画像6画像5

図1　 フラクタル画像の例

項目である。力強い一 弱い，きれい一 汚い厂面白

い一陳腐な，気持ちいい一気持ち悪い√楽しい一

つまらない，生き生ぎした一 生気のない，安らか

な一激しい，まとまった一一ばらばらな，エレガン

トな一不格好な，落着いたーうわついた，活気の

ある一活気のない，賑やかな一静かな，人工的な

一 自然な，光沢のある一一くすんだ，動的な一静的

な，音が聞こえそう一音が聞こえそうにない，や

さしいーこわい，かたいーやわらかい，＝夢心地の

する一現実的な，快適な一不快な，さわやかなー

うっ とうしい，親しみやすいー とっつ きにくい，

なめらかな一粗い，古い一新しい，深みのある一

表面的な，陽気な一陰気な，みずみずしい一乾い

た，清潔な一不潔な。これらの形容詞対は，選択

した画像から受ける印象を筆者らで自由記述によ

り書き出したものと，従来の評価実験に用いられ

ている形容詞対を参考にして決めた。　　　　　 十

選択した画像30 枚 を光沢紙にカラー印刷した

ものを3 セット用意し，各セットで画像の提示頽
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が異なるようにした．被験者にはそ のうちの1 セ

ットを無作為に渡した．被験者は提示された圓像

1 枚ごとに28 項目の評価語について，印象の程度

を評価用紙 に記大した．

被験者は本学の学生40 名であった．

3 ．1 ．2　 実験結果と条件

各画像ご とに被験者40 人の平均評価尺度値 を

求めた．すべての画像に対する印象の評価結果に

ついて記述するだけの紙面がないので，主に，次

章の動画像の作成に関連する溯像についての評価

結果を示す．

画像1　：柔らかく，夢心地のする画像であ るが，

うっとうしい感じがして気持ち悪いという評価が

なされた．快適というよりも不快の感じがすると

いう評価値の方が高かった．配色がこの印象を強

めたと考えるが，このように自己相似形による画

像が必ずしも快適感を与えるとも限らないことが

わかる．

画像2 ：主観評価のプロフィールを図2 に示す．

これからわかるように，この画像はきれい，気持

ちいい，安らかな，落ち着いた，静かな，自然な，

やさしい，やわらかい，快適な，さわやかなとい

力強い

きれい

面白い

気持ちいい

楽しい

生き生きした

安らかな

まとまった

エレガントな

落ち羞いた

活気のある

賑やかな

人工的な

光沢のある

動的な

音が聞こえそう

やさしい

かたい

夢心地のする

快適な

さわやかな

親しみやすい

なめらかな

古い

深みのある

陽気な

みずみずしい

清潔な

弱い

汚い

陳腐な

気持ち悪い

つまらない

生気のない

激しい

ばらばらな

不格好な

うわついた

活気のない

静かな

自然な

くすんだ

静的な

音が聞こえそうにない

こわい

やわらかい

現実的な

不快な

うっとうしい

とっつきにくい

粗い

新しい

表面的な

陰気な

乾いた

不潔な

図2　 ㈲像2に対する主観評価値プロフィール
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つた印象を与える．一方，弱い感じの することが

わかるが，快適感の印象 は他の多くの 画像と比較

して強いことが示された．

画像3 ：快適性の評価値は高くなか ったが，動

的，にぎやか，やわらかい，陽気な， 新しいとい

う印象は強かった．

画像4 ：この画像 も快適感の評価は 高くなかっ

たが，動的，活気 のある，賑 やかな印 象が強く，

なおかつ柔らかく，自然な印象も強かった．

画像7 ：深みがあり，陰気な印象が 強く，夢心

地のする画像であるが，こわい印象も 強かった．

画像8 ：きれいで人工的な感じが強 く，やわら

かく新しい感じが強いが，表面的な印 象を与える．

夢心地はするものの快適感が強いとは 言えなかっ

た．

画像23　：　これは画像8 の配色を変 えた画像で

ある．きれい，やさしい，表面的な印 象 は画像8

と変わらないが，弱い感じや陽気さは 少し低下し，

さわやかで清潔な印象を与えている．

画像25　：　まとまりがあり，エレガ ントな印象

を与えている．清潔でやさしい感じ を与えるが，

快適感が高いというわけではなかった．

画像26　：　これは画像4 の色を変化 させ た画像

であるが， きれいで，やわらかく，さ わやかな印

象が強く，快適な印象も与えている．

画像29　：画像2 の色を変えた画像 である．静

かで，自然で，やわらかく，やさしい 印象を与え

る画像であるという評価が得られたレ さわやかで，

親しみやすく，快適な印象を与える画像と評価さ

れた．

画像30　：動的で力強い画像である が， くすん

だ，恐く，うっとうしく，とっつきにくい印象の

強い画像であると評価された．

快適感の評価尺度値のみを見ると，画像6 ，　11，

13 ，　14，　15，　16，　20，　25，　30 におい て快適感の

評価値が高かった．しかし，自己相似 ということ

以外でこれらに共通した画像構成要素 を見つける
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ことはできなかった 単に自己相似形を用いただ

けは快適感に結びっく画像を生成できないことも

わかったことから，形のくり返し方や配色の影響

が大きく関わっていると考えるのが自然であると

考えるに従って今後は，画像の構図，精細度，色

オブジェクトの種類などの要素と評価尺度値との

関係についての詳しい検討を行う必要があるレ

3 ．2　 フ ラクタル画像を用いた勳画像の生成

と その評価　　　　　　　　　　　 ∧

3 ．　2 ．　1　 動画像の生成

静止のフラクタル画像を動遜像として表現する

ための方法としては形状，色ならびに位置に変化

を与えることが考えられる。これら3 つの要素を

用いて，前章で用いた静止フラクタル画像に関す

る印象の程度 を考慮し，次の8 通りの動画像を生

成した
●
．J犬＝／　　　＝ソ　　　　　　　　ト　　 レ

動画像1　：基本的な模様として画像30 の画像

を用いた。図3 に示すように，： 画像の中心に向か

うて風車の ように模様が移動す る表現を行う た。

非常に絹かな画像で白の部分が埋め尽くされる よ

うに画像が変化していく．この表現に要した画像

はH6 枚であった．　　　　　 づ

動画像2 ：これは動画像1 の色調を変えたもの

である．動画像1 がグレーをベースにしたもので

あったが，動画像2 は青の諧調を用い た．

勳画像3 ：画像7 を基本 とした画像を用いた．

図4 に見られるように，回転画像を160 枚作成し，

徐 々に明るくなりながら，渦を中心 として回転す

る動画像を作成した．　　　　 卜　　　＼

動画像4 ：画像2 の画像を用いて図5 に示すよ

うに，青の部分が オレンジ色へ変化する画像を作

成した．構成画像枚数は118 枚であった．

ダ勣画像5 ：画像4 を用いた，周辺から徐々に中

心 に向かう ように42 枚の画像で動画 を生成した．

（図6 ） ヶ しj………… …卜　　　　J　　‥‥‥‥

勣画像6 ：図7 に示す画像の色の位相を変える

ことで，動 画に見えるようにした．48 枚の画像

を用いている．　　 … … ………j卜 ………　1……………

図3　 動㈲像1 の構成画像の一部

図4　 勁画傚3 の構成画像の一部

図5　 勁画像4 の構成㈲像の一一音R
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勣 画 像7 ：画 像3 を基本 画 像 とし て，図8 の よ

う に色 調を変化 させ た．こ れ には200 種類 の画 像

を使 っ た．．…… ……：
・．
．．・・・・ ．　　　　　　　　．．・．・・

動 画像8 ：画像26 を用 い た． 画 像 の中 心を 回

転 中心 として，埣 るや かに回転 させ た卜 そ の一部

を図9 に示す
に　　　　 ‥

‥ ‥　　‥
‥j
…………………

こ れ ら の 動 画 像 は ソ フ ト ウ ェ アDirector

（Macromedia 　Inc．） を用 い て作 成 したレ レ動 画像 の

速度 が画像 から受け る印 象 に影響す るが，本 実験

で は各画像ご と に実 験者側 で決 めた速度 を用い る

こ とにした．

3 ，　2 ．　2　 実験方 法と条件

作 成 し た 動 画像 を100 イ ンチ の画 面 に 提示 し ，

表 示 画面 まで の視 距 離 は約4m とし た． 図10 に

…………－・25 －

被 験 者が脳波測 定装 置 を装 着し て画面 を見 てい る

様子 を示す．

実 験 の手順 は次の よう にして脳 波 を 計 測 した 夙

測定 器 はバイ オパ ック （MI ）30，モ ンテ シス テム）

であ っ た， まず，被 験者 を椅子 に 座ら せ て1 分 間

閉 眼で 安静 に させ る．次 に，8 種 類 の 画像 をそれ

ぞ れ2 分 間づ つ見せ る ．こ の時 間帯 の 脳 波 α波 を

記 録し た． なお ，各画 像が提 示さ れる まで は， 閉

眼 で待つ よう指示 した　 卜

5 分 間の休 憩 の後 ，被 験 者 を椅 子 に 座 らせ て1

分 間閉眼 で安 静 にさせ る．次 に，30 秒 に1 回 のペ

ー スで踏 み台昇 降運動 を3 分行 った後 ，被験 者が

8 通 り の 中 か ら 選択 し た好 み の動・画 像 を見 せ た ．

こ の ときの脳 波a 波 を1 分 間計 測 した ． なお ， 踏

図6　 動 画像5 の構成画像のブ部

図7　 動画像6 の構成画像の一一部
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図8　 動 画 像7 の構 成 画 像 の ー一一吝5

図9　 勣 画像8 の構成圉晉の一一部
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図10　被験者が勣画像を見ている様子

み台昇降運動による疲労が大きく，ペースが保て

なくなった被験者は，その時点で，運動をやめさ

せた（自己申告により，運動時の心拍数について

聞き取り調査を行ない，危険のないように配慮し

た廴 さらに，黄葉の風景写真（グレートスモー

キー山脈国立公園，ユネスコ世界自然遺産）を見

せて，脳波を1 分間計測した．図11 は被験者が

図11　風景画像を見ている様子

4．結　果

図12 は脳波a 波の積分値を被験者別に正規化

したものである．比の値が1 の部分を被験者ごと

に見ると，提示勍画像の違いにより，積分値の最

大となる画像は異なることがわかる．被験者5 名

に対して8 種類の動画像を用いたのであるが，動

画像1 ，　3，　4，　8の4 種類の積分値が最も高かっ

か．したがって，被験者に適した勣画像があると

考えるのが自然である； 不特定多数に対して快適

風 景 画 像 を 眺 め で い 啗 様 子 で あ る こ………＝・視 距 離 は ……と………く………゚……… …………………感 の 昂 揚 に 効 果 の 奇 る ‥特 定 の 動 画 像 が あ 毎 と ……し て

に 限 定 せ ず ，∧各 自 の 見 や す い 距 離 で 見 る よ う に 拾　　　 も ， そ れ を 見 づ け る こ と は レ 現 時 点 で は 困 難 と い

示 し た レ　　　　　 ‥ ‥ ‥‥ ＝‥ ‥‥　 ‥
‥ ‥

‥
‥‥　　

え る ご む し ろ 個 人 に よ り 快 適 性 に 深 く 関 連 す る 團

十 ／　 ＼　　　　　　　　　　 ‥‥　‥　 ‥ ‥ ‥ ‥‥　　　 像 要 素 が あ る と 考 え ら れ る：レ　　 ト　　 ト
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図12　 脳波a 波の積分値の比（被験者ごとに，各画像に対す名脳波a 波の積分値の最大値で正規化）
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図13　 脳波α波の積分値の比（風景画像での脳波a 波の積分値で正規化）

また，今回の実験で用意した動画像の種類は少

ないが，それにも関わらず，脳波α波の積分値の

比が被験者により異なったことを考えると，快適

感を与える動画像は被験者により異なる可能性が

あるということである．

次に，各被験者ごとの風景画像に対 する脳波α

波の積分値の比を図13 に示す．比 の値が1 以上

は被験者B と被験者D であった．被験者A と被験

者E は風景画の場合に比べて約半分の効果しか見

られなかった．さらに被験者C では積分値の比の

値は非常に小さく，風景画像を見ているときの方

が快適感への寄与が大きかったといえる．被験者

に提示した風景画は精細な黄葉が映っており，フ

ラクタルを形成していると思われる．したがって，

画像に対する好みの影響が関わっている可能性は

あるが，今回の実験では動画像による快適感昂揚

の効果が顕著に見られたのは2 人だけであった．

以上のことを総合的に見ると，被験者により快

適感を感じやすい動画像は異なる． また，好みの

動画像であっても風景画像より快適感が生じやす

いとは必ずしも言い切れないが，動画像の描き方

次第では，効果が出る可能性 も否定できない．つ

まり，動画を生成する要素を今回は限定し，激し

い動きを避けたため，かなり単調な動きの画像に

なっていたことが，効果の出現に影響があったの
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ではないかと推測している．

5 ．考　察

フラクタル画像を用いた動画像を作成し，それ

の快適感昂揚への効果に関する基礎的な実験を行

った フラクタル動画像の生成におい ては一般的

な手法である回転や移動などを用いた．動きの迫

力感を出すために動画像は100 インチの大画面に

提示したが，画質の悪さの方が被験者には気にな

ったようである．今回のような動画像による視覚

情報の空間的な密度は提示ディスプレイの解像度

に依存する．したがって，自然の持っている視覚

情報が無限に近い空間密度を持っている点とは大

きく異なる．また，時間的な解像度においても自

然と生成画像との違いは大きい，映像情報はフレ

ームあるいはフィールドという時間的に不連続な

単位で表示される場合が多い．とくに，テレビの

場合は飛び越し走査をしているため，この不連続

性が倍になる．このように，人工の画像による情

報提示は自然の空間密度や時間密度に比べると明

らかに劣るメディアであるため，自然と同等の効

果をもつ画像を生成するには，高精細度のディス

プレイが必要となる．

また，今回は簡単な負担を与えた後の脳波を短

い時間で測定したが，これは快適感が短時間で現
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れるようにするにはどのような画像が必要かを見

たかったからである．被験者は2 名であったが，

フラクタル動画像の快適感昂揚に対する効果の一

端を説明することができた．

実験では大画面に動画像を提示したが，スポー

ツの現場では個人用のメガネ式ディスプレイによ

る画像提示が要求されようごそこでメガネ式のデ

ィスプレイ（DataGlass，島津製作所）を用いて，

その可能性を見た．このメガネはシースルーが可

能であり，装着をしていることに対する圧迫感や

違和感が少ない．しかし，画像の解像度が600 ×

800 と低いことと，明るい場所でのコントラスト

が低いため，画像を鮮明に見ることができなかっ

た．したがって，現時点ではシ厂スルー式のメガ

ネによる画像提示は効果が非常に少ないと考える．

6 ．まとめ

スポーツ選手の運動前後における快適感を昂揚

させるための一手法として，フラクタル画像によ

る動画の効果について検討した．

フラクタル画像が見る者にどのような印象を与

えるかについて30 枚の静止画像を用いて印象の

評価実験を行い，動画像に適すると思われる画像

を選択した．それらの画像の色の位相を変えたり

回転や移動をさせることで8 種類の動画像を作成

した．これを被験者に提示し，風景画像を見た時

との違いについて脳波α波のポテンシャルを検討

した その結果，被験者により快適感を昂揚させ

る画像は異なり，また，動画像においては風景画

像よりも高い効果を持つ場合が見られた．

本研究はフラクタルという自己相似形による画

像が自然界の風景に近いとの考えで行ったが，今

回の実験で用いた動画像は，見る人の意志に関係

なく画像が変化する状況を作り出しており，自然

の風景を見るような視線の方向にある景色を見る

状況とは異なるが，快適感の昂揚に少なからず影

響を与えていることが確認できたと考える．

本研究ではフラクタル画像と快適感の関係に関

する基礎的な実験を行ったが，十分な結論を得た

とは言えない．今後は，フラクタ画像の精細度と

快適感の関係など，画像のさまざまな特性につい

て系統的な実験を行う予定である．
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みずみずしい

清潔な

画像25

画像29

弱い

汚い

陳腐な

気持 ち蠢い

つ まらない

生気の ない

激 しい

ぱ らぱら な

不格好 な

うわつい た

活気の ない

靜 かな

自然 な

く すんだ

静的 な

音が聞こ えそうにない

こ わい

やわらかい

現実的な

不 扶な

うっとうしい

とっつきにくい

粗い

新しい

表 面的な

陰気な

乾いた

不 潔な

弱 い

汚 い

陳 腐な

気 持ち蓊 い

つまらない

生気 のない

激しい

ばらIぱらな

不 梏好な

うわついた

活 気のない

静 かな

自然 な

くすんだ

静 的な

音が聞こえそうにない

こわい

やわら力1い

現実的な

不快な

うっとうしい

とっつきにくい

粗い

新しい

表 面的な

陰気な

乾いた

不潔な

力強い

き れい

面白い

気持ちいい

楽しい

生き生きし た

安ら かな

まとまっ た

エレガン トな

落ち着い た

活気の ある

賑や かな

人工的な

光沢の ある

動的な

音が聞こ えそう

やさ しい

かたい

夢心地の する

快適 な

さわやかな

親し みやすい

なめらかな

古い

深みの ある

陽 気な

みずみずしい

滴潔な

力強い

き れい

面 白い

気持ちいい

楽しい

生 き生きし た

安ら かな

まとまっ た

エレガン トな

落 ち着い た

活気の ある

賑や かな

人工的な

光沢の ある

動的な

音 が聞こえ そう

やさしい

かたい

夢心地の する

快適 な

さわや かな

親し みや すい

な めらかな

古い

深 みの ある

陽気 な

みずみずしい

清潔 な

画像26

画像30

逕い

汚 い

陳腐な

気持ち悪 い

つまらない

生 気のない

激しい

ばらばらな

不 格好 な

うわついた

活気のない

静 かな

自然な

くすんだ

静 的な

音が聞こ えそうにない

こわい

やわらかい

現実的な

不快な

うっとうしい

とっつきにくい

粗い

新しい

表面的な

陰気な

乾いた

不潔な

弱 い

汚 い

陳鷹 な

気 持ち悪い

つまらない

生 気の ない

激 しい

ばらばらな

不格剪 な

うわつい た

活 気の ない

靜かな

自然 な

くすんだ

肺的な

沓が聞こ えそうにない

こ わい

やわらかい

現 実的 な

不 快な

うっとうしい

とっつきに くい

相い

新しい

表 面的 な

陰気な

乾いた

不 潔な
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